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ワンチップマイコン ＰＩＣ使用
ランダム（不規則）と、断続の２モード付き

キット電子小鳥リターンズ
P-479
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概要

を発生する「電子小鳥」キットです。可愛い小鳥の声

小鳥の鳴き方は、
に繰り返し鳴く、 と、一定時間おき 「断続」モード
と、 が な の時間間隔 発声音 不規則 「ランダム」モード

２種のモードがついています。

小型 部品点数も少なくワンチップマイコン使用により、 で
初心者の方でも簡単に製作できます。

①パーツのチェック ②組立
パーツリストでパーツをチェックしてください。 パーツの取り付けは組立参考図やパーツリストを見ながら
パーツリストは、組立リストを兼ねています。 番号順に行なって下さい。
リスト中の□□にチェックをいれましょう。 パーツは無理のない範囲で基板に当たるまできちんと差込
左側はパーツチェック用。右側は組立チェック用です。 み、ハンダ付してください。

ペーストは絶対に使わないでください。
組立参考図
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⑪発音体(圧電素子)の接続ハンダ付け前に別紙の「正しいハンダ付けの仕方」をよく
□□ ＣＮ２ 発音体お読みください。
ＣＮ２に取り付けてください。

①基板 極性(取り付け方向)はありません。
□□「Ｐ－４７９」

②抵抗
□□Ｒ１ ４．７Ｋ（黄紫赤金）
□□Ｒ２ １０Ｋ（茶黒橙金）
□□Ｒ３ １Ｋ（茶黒赤金）
□□Ｒ４ １Ｋ（茶黒赤金）
□□Ｒ５ １０Ｋ（茶黒橙金）
□□Ｒ６ １０Ｋ（茶黒橙金）

③動作チェック
③ダイオード

Ａ：鳴き方のモードセット□□Ｄ１
基板上のスイッチ「ＳＷ１（ＭＯＤＥ ＳＥＬＥＣＴ）」
を「ＮＯＲＭＡＬ」側にセットしてください。

④セラミックコンデンサ
□□Ｃ２ ２０（２０ｐＦ）

⑤ＩＣの取付
□□ＩＣ１ １２Ｃ５０８

向きに注意！
Ｂ：電源の接続

⑥電解コンデンサ
□□Ｃ３ １μＦ

⑦ジャンパー線 ○ＡＣアダプターの場合は「ＤＪ１」に接続してください。
□□Ｑ１
図の位置の穴に差込んでください。 ○電池などの場合は「ＣＮ１」に接続してください。
※穴位置に注意してください。

⑧スライドスイッチ
□□ＳＷ１

⑨ＤＣジャック
□□ＤＪ１

⑩電解コンデンサ
□□Ｃ１ １００μＦ ◆電源を入れて

「ピーーッ ピッピッ・・・・ピピ」
と鳴き始めればＯＫです。
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④使い方

Ａ：鳴き方のモードセットについて
Ｂ：注意事項基板上のスイッチ「ＳＷ１（ＭＯＤＥ ＳＥＬＥＣＴ）」

で下記の２モード中のどちらかを選択できます。

回路図


